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浮揚体)2(

は同一線上にある。と浮力の中心心

、浮揚体の重は等しくと重量

ている場合、浮力いい、浮揚体が静止し

体を浮揚体と液面に浮いた状態の物

CG

FWWB )( 

という。をメタセンタ高さ距離

のとメタセンタと呼び、重心ンタ

交わる点をメタセ力の作用線が浮揚軸と

動した浮に移動する。新たに移は心

傾けたとき、浮力の中浮揚体を角度

)(: hGM
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CC 



)29.2(sinhWT 

る力）は、復元力（船を回転させ
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る。えたときに不安定にな重心がメタセンタを超

、重心が高くなりると不安定になるのはボートの上で立ち上が

浮揚体の安定度)3(

作用する。揚体が元に戻るように

力は傾いた浮上方）にある場合、浮

よりもがメタセンタ高さが正（ GM
復元力

とができる。の安定度を判定するこ

て浮揚体メタセンタ高さによっ

に作用する。

に傾くようは傾いた浮揚体がさら

合、浮力よりも下方）にある場

が負（逆にメタセンタ高さが

G

M

復元力
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中心間距離浮揚体の重心と浮力の･

浮揚体が排除した体積･

断面二次モーメント･

42
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〔練習問題 9〕

。た、安定性を判断せよ中の高さを求めよ。ま

に浮かべた。水の木材を図のように水

比重長さ高さ幅
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とすると水の密度を［解］



No.13      45

ma

mBhLV

pmLBI

015.0
2

12.0

2

15.0

012.00.112.01.0

31131033.81.00.1
12

1

12

1

3

4533





  ）･（表

)(:

:

:

GCa

V

I

a
V

I
h

中心間距離浮揚体の重心と浮力の･

浮揚体が排除した体積･

断面二次モーメント･

メタセンタの高さは、



C

G

低いので、不安定メタセンタが重心より

0][081.0015.00069.0015.0
012.0

1033.8 5







mh

a

L

B
12

3LB
I 



46
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とする。海水の密度は

なるか。ただし、き復元偶力はいくらに

傾けたと上であれば、底より

が船船の重心であった。もしこの箱

、喫水が海水に浮かべたところ

の箱船をつくり、および深さの
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を全圧力ともいう力
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